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研究成果の概要（和文）：戦後日本で大衆女性たちがフランスを語り出すようになった画期として、大衆化と若
年化の2つの点に着目しその時期を明らかにした。
大衆化として1953年を中心時期とし、洋裁学校の隆盛により大衆女性たちがパリモードへの憧れを身体化してい
ったことを明らかにした。若年化としては1970年前後の少女マンガ誌において外国舞台作品が増加し、そこに日
本作品と明らかなコントラストをなす華やかさや裕福さが描かれていることを明らかにした。フランスにおける
パリジェンヌイメージについては、19世紀後半から男性の視線により制限された像が構築され、20世紀前半にお
いても、消費と性の商品化に利用された幻想であったことがわかった。

研究成果の概要（英文）：In postwar Japan, this study focuses on two aspects“popularization” and “
youthification”as turning points when ordinary women began talking about France, and clarifies the 
target period. Regarding popularization, the study identifies 1953 as the core period and points out
 that the boom in sewing schools served as a means for ordinary women to realize their admiration 
for Parisian fashion.Regarding the trend toward younger audiences, the study reveals that from 
around the 1970s, there was an increase in foreign-set works in girls' manga magazines, depicting 
vibrant, affluent lifestyles in contrast to Japanese works. Regarding the image of Parisian women in
 France, the study notes that this image was constructed through the male gaze from the late 19th 
century and continued to be utilized as a fantasy for consumption and sexual commodification 
throughout the first half of the 20th century.

研究分野：文化研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで日仏文化移入研究に欠けていた大衆文化、女性の視点を取り入れることができた。現在の大衆女性向け
メディアで流布するパリジェンヌ幻想がどのように形成されたのか、今回は戦後の大衆化と若年化の画期を特定
することができ、現在への直接的なつながりを指摘することができた。また、少女マンガ作品において西洋舞台
は裕福さを描き、日本作品には描かれない明るい世界を描く装置となっていた。そのなかで特にフランスはモー
ドを中心とした文化的な国として描かれ、特定の国のナショナルイメージが少女たちに刷り込まれてくという、
日本における戦後フランス文化移入の一部を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近代におけるフランス文化の日本への移入も 100 年が過ぎ、フランス文化移入や日仏交流に

ついての研究はこれまで盛んに行われてきた。しかし、従来の研究は文学者や芸術家などいわゆ

るハイアートの分野の男性作家がいかなる「パリ憧憬」を抱き、いかにフランス文化から影響を

受け、自らの作品に反映させたのかを語るにこと終始してきたといってよい。これまでのフラン

ス文化移入史は、男性の言説のみによって構築されてきた偏った分野となっており、現在の日本

における女性による大衆的なフランスイメージともかけ離れている。このような学術的背景か

ら、大衆メディアの研究と女性の視点を持ち込んだ新しい視点によるフランス文化移入史の研

究の必要性を感じた。 

 

 

 

２．研究の目的 

フランス文化移入研究における現況の偏りを打破するために、本研究が注目するのは「パリジ

ェンヌ幻想」である。パリジェンヌとは、パリに暮らす女性を意味するが、単に在住地と性別を

示す言葉としてではなく、特別なイメージを持って使用されている。とくに戦後日本の女性向け

のメディアにおいては、パリジェンヌのライフスタイル、ファッション等に関する称賛と憧れの

言説を頻繁に目にすることができる。日本女性が未だにパリジェンヌに憧れがあることは明ら

かであるが、そうした憧れはいかにして形成されたのだろうか。明治、大正期の男性作家が描く

「パリジェンヌ（巴里女、巴里娘）」は明らかに娼婦であった。この男性のまなざしのもとにあ

ったネガティブなパリジェンヌ像は、現在女性メディアでポジティブなパリジェンヌ表象へと

受け渡されている。しかし、そのパリジェンヌ表象は「幻想」ともいえるような現実には存在し

ない理想の女性であることも多い。なぜ日本の女性向け大衆メディアで、このような「パリジェ

ンヌ幻想」が流布しているのか。女性のパリ文化移入の歴史的研究がなく、その日仏比較も存在

しない現在、この「幻想」の歴史を辿ることは難しい。女性による大衆文化という新たな視点を

フランス文化移入研究に持ち込み、現在の日本のパリジェンヌ幻想の特異性を浮き彫りにする。 

 

 

 

３．研究の方法 

日本の女性向け大衆メディアで語られるパリジェンヌ幻想がどのように形成され、なぜ特異

なものとなっていったのかについて資料調査より明らかにする。またフランスの戦間期におけ

るパリジェンヌイメージがどのように構築されたかについても調査する。今後の女性メディア

でどのようにパリジェンヌイメージが語られていくのかも視野に入れ、女性に着目したフラン

スの文化移入の歴史的、社会学的研究とする。 

 

 

 

４．研究成果 

まず、日本でパリジェンヌイメージが戦前の男性芸術家から、戦後大衆女性へと受け渡された



大衆化と若年層への拡大の時期を確定した。 

【1953 年におけるフランス文化大衆化の契機】 

日本におけるフランス文化の大衆的受容は、1953 年をひとつの画期として特定できる。同年、

シャンソン歌手ダミアの来日を皮切りに、1960 年代にかけてジュリエット・グレコやイヴ・モ

ンタンなどが来日し、総合誌や女性誌を中心にシャンソンが注目を集めた。この動向は一定層の

フランス文化への関心を喚起したが、後年の「パリジェンヌ」像の形成に直接つながったとは言

い難い。 

むしろ、同年に開催されたクリスチャン・ディオールによるファッションショーの影響の方が、

より広範かつ深層的であったと考えられる。このショーは全国四都市で実施され、皇室との接点

も報じられるなど社会的な注目を集めた。加えて、日本の百貨店がディオールの型紙を購入し、

国内の素材で再現ショーを実施した事例は象徴的である。これにより、洋裁を学ぶ多くの女性が、

型紙を引き、ミシンを踏むことで、身体的かつ実践的に「パリモード」への憧憬を体現していっ

た。戦後から 1950 年代半ばにかけて洋裁学校は隆盛を迎え、1955 年には 20 代女性の 41％が洋

裁教育を受けるに至った。このような社会的背景のもとで、パリモードへの憧れが若年女性に内

面化されたと解釈できる。また、同年に発表された三島由紀夫の『にっぽん製』におけるフラン

ス帰りの女性デザイナーの描写も、当時の文化的空気を示す一例といえよう。以上より、1953 年

は日本におけるパリジェンヌ像大衆化の始点として位置づけることが妥当である。 

 

【フランス・パリジェンヌ像の若年層への浸透とメディアの変容】 

1950 年代から浸透し始めたパリジェンヌ像は、1970 年前後においてさらに若年層へと拡大し、

特に少女向けマンガ雑誌の中でその視覚的・物語的表象が顕著となる。マンガ評論家・米沢嘉博

によれば、それまで憧れの対象であった少女スターや歌手から「外国」そのものへの志向が移行

し、マンガ作品内ではパリを含む西洋が「幸福の地（ハッピーランド）」として描かれるように

なった。この傾向は 1960 年代後半から 70 年代前半のマンガ作品において特に顕著であり、「西

洋（国名不明）」を含む作品が少女誌の外国舞台の大半を占めた。 

このような傾向の中で、フランスはアメリカと並んで主要な舞台国とされ、モードや芸術を主

題 とする作品にしばしば登場した。背景には、1953 年のディオール旋風や洋裁教育による「パ

リ＝モード」イメージの定着があると考えられる。また、1967 年に登場したリカちゃん人形は、

日仏ハーフという設定を持ち、少女マンガ的な顔立ちで描かれることで、フランス文化と少女文

化の接合点となった。 

1970 年代以降には、フランスを舞台とする歴史大河マンガ『ベルサイユのばら』の登場によ

り、パリ・フランス像はより具体的かつ歴史的な次元において提示されるようになる。また、こ

の時期には『an・an』（1970 年）や『non-no』（1971 年）といったファッション誌の創刊が続き、

少女マンガ誌が担っていたファッション情報・憧れの機能が新たなメディアへと移行した。これ

らのファッション誌はパリの街並みや最新モードをカラー写真で紹介し、パリを実在の地とし

て捉える想像力を喚起した。したがって、パリジェンヌ像は少女マンガから女性ファッション誌

へとメディアを変えながら、若年女性のあいだに定着していったと結論づけることができる。 

 

また、少女マンガ誌として 60 年代の『別冊マーガレット』を取り上げ、実際に海外舞台、と

りわけフランス舞台の作品と日本舞台の作品のなかで描かれているものの比較を行った。 

【『別冊マーガレット』における西洋舞台作品の機能と意義】 

1960 年代の『別冊マーガレット』において、外国を舞台とした作品は全体の約 34％を占め、



特に 1967 年以降にその比率が急増し、月によっては半数を超えるまでとなった。舞台国として

最も多く用いられたのは「どこかわからない西洋」であり、次いでアメリカ、フランスが続いた。

こうした曖昧な西洋表象は、登場人物の名前や風俗を通じて「雰囲気」を醸成するものであり、

必ずしも具体的な地理的設定を必要としなかった点が特徴的である。 

西洋舞台作品では、貴族社会やドレス、恋愛といった要素がしばしば描かれ、明るく華やかな

世界観の提示が行われた。特にドレスの描写は、時代背景や階級を問わず物語上重要な演出要素

として機能していた。また、日本舞台では避けられていた恋愛描写が、西洋舞台においては中心

的なモチーフとして用いられており、これは「輸入恋愛」として少女マンガにおけるラブストー

リーの端緒となったと指摘できる。 

対照的に、日本舞台の作品では貧困、病気、孤児、差別、死といった社会的困難が物語の基調

を形成しており、現実的な厳しさを背景に友情や家族愛が描かれていた。とりわけ孤児設定の多

さは顕著であり、1966 年の日本舞台作品では約 10%がこれに該当した。こうした傾向は、物語の

結末にも反映され、西洋舞台作品の方が日本舞台作品よりも高い割合でハッピーエンドを迎え

る傾向にあり、1969 年にはその比率が西洋舞台で 80％、日本舞台で 92％に達している。 

さらに、西洋舞台においては裕福な設定がしばしば導入され、特にアメリカでは経済的成功者

としての親を描く一方、フランスでは貴族階級の男性と庶民女性とのロマンスが描かれること

が多かった。このように『別冊マーガレット』における西洋舞台作品は、貧困や社会問題から解

放された理想化された異世界としての「西洋」を提供する装置であったと総括できる。 

 

【フランスの特異性とパリジェンヌ幻想の萌芽】 

『別冊マーガレット』において、舞台国としてのアメリカが量的に最も多く描かれていた一方

で、フランスは質的に特異な役割を担っていた。アメリカが石油王や実業家といった資本的成功

による裕福さを象徴していたのに対し、フランスは貴族階級の登場人物や芸術・モードといった

文化的象徴性に富んだ舞台設定を提供していた。 

特にフランスに関連付けられたイメージとしては、（1）貴族との恋愛、（2）パリのモードとデ

ザイナー、（3）芸術の都パリという三層の構造が見られる。ピエール・カルダンやディオールと

いった実在のデザイナーの名が登場人物の衣装に言及されるなど、当時のモード文化が読者に

現実味をもって伝播されていたことがうかがえる。さらに、少女たちが画家、音楽家、バレリー

ナを志してパリを目指す物語も複数登場し、「パリ＝芸術の中心地」というイメージの定着にも

寄与していた。 

また、「パリジェンヌ」イメージの顕在化も本誌において確認できる。たとえば、アメリカの

少年がパリジェンヌの少女に憧れ、現実とのギャップに戸惑う描写は、女性像の理想としてのパ

リジェンヌ幻想の萌芽を示唆するものであった。さらに、恋愛至上主義的なフランス人のキャラ

クター造形など、国民性に対するステレオタイプの表象も明確に表れている。 

こうしたフランスイメージは、同時代の他国、特にアメリカには見られない文化的重層性を備

えており、単なる舞台装置ではなく、少女たちの「憧れ」を制度的に支える役割を果たしていた

と評価できる。このようなパリおよびパリジェンヌへの憧憬は、後年の 1970 年代以降に台頭す

る女性誌のパリジェンヌ幻想に地続きであり、60 年代の少女マンガ誌がそのイメージの形成と

拡散において果たした役割は極めて大きい。 

以上より、『別冊マーガレット』におけるフランス表象は、大衆文化を通じた女性的理想像の

形成において特権的な地位を占めており、その影響は戦後日本のジェンダー観、国際文化観の形

成にも接続するものと位置づけられる。 



 

さらにフランスにおける、戦間期のパリジェンヌイメージについては以下のことがわかった。 

【1920〜40 年代の女性雑誌に見る「パリジェンヌ神話」の再生産】 

1920〜1940 年代のフランス社会において、「パリジェンヌ」は依然として女性たちにとっての

憧れと理想像であり続けた。この時代、女性雑誌やファッション誌は、都市に生きる自由で洗練

された女性像を繰り返し描写し、それを全国的に拡散する主要な媒体として機能した。

Emmanuelle Retaillaud はその著書『La Parisienne – Histoire d’un mythe』の中で、このよ

うなイメージがどのように再生産され、またどのような社会的文脈の中で受容されていったの

かを詳細に論じている。 

特に注目すべきは、地方出身の若い女性たちにとって「パリジェンヌ」はまさに“夢見る対象”

であったという点である。Retaillaud は、「ベル・エポック文化の余韻は、彼女たちに“モード・

ド・パリ”と“パリジェンヌ”というモデルをまばゆく提示した」と述べている。つまり、都市

の洗練された女性像は、ただのスタイルではなく、自己実現や階級上昇の象徴として雑誌などを

通じて地方にも浸透していたのである。  

さらに、1920 年代にはアメリカやイギリスの「エレガントな女性像」との競合が激化したが、

女性誌やファッション誌の中では依然として「パリジェンヌ」の優位性が強調され続けた。この

点について、著者は「たとえアメリカや英国のエレガンスに脅かされようとも、パリジェンヌは

ファッション誌の中で称賛され続けた」と指摘している。このような姿勢は、文化的ナショナリ

ズムと結びつきながら、特有のフランス的女性像を守ろうとするメディアの意図も読み取れる。 

そして 1930 年代に入っても、「パリジェンヌ＝自由かつエレガントな女性」というステレオタ

イプは変わらず強調され続けた。第二次世界大戦前までの雑誌記事においても、彼女たちは単な

る服飾モデルではなく、ある種の道徳的理想像、そして消費文化の象徴として描かれていたので

ある。 

このように、1920〜40 年代の女性誌におけるパリジェンヌ像は、一見すると女性の解放や自

立を体現するもののように見える。しかし Retaillaud は、それがあくまで制御された自由、理

想化された女性像であり、現実の女性たちの多様性を排除する「神話的構築物」であったことを

強調する。 

総じて、「パリジェンヌ」という存在は、この時代においてもメディアを通じて維持・美化さ

れ、女性たちの憧れの対象として位置づけられ続けた。その背景には、国家的イメージ戦略や、

消費資本主義、ジェンダー規範といった複雑な力学が作用していたと言える。 

また、現在のフランスにおけるパリジェンヌイメージについて文献を調査したところ、この戦

間期のイメージを下敷きに書かれているものが多く、それに反論する動きなどが読み取れた。引

き続き調査を続ける。 
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